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大阪市水道基幹管路耐震化 PFI事業 令和６年度事業計画書（概要版） 

 

１ 令和６年度の事業実施体制構築への主な取組 

 本年度は事業開始にあたる初年度であり、SPCの構成企業及び協力企業の豊富な経験・

ノウハウを最大限発揮し、業務毎に明確な責任を担うことが可能となる事業実施体制

の構築、始動を行います。 

 具体的には、以下の主な取組を実施します。 

 主な取組内容 実施時期の目途 

１ 統括責任者/各業務責任者の配置 令和６年４月 

２ 事業運営各種会議体の設定 令和６年４月 

３ 研修実施計画の策定 令和６年５月 

４ 事業者ホームページの開設 令和６年５月 

５ ICT コミュニケーションツールの開設 令和６年４月 

６ 設計・施工体制の構築 令和６年６月 

２ 令和６年度の事業計画への主な取組 

 本年度は事業開始にあたる初年度であり、SPC 取締役会の体制、SPC が契約する各種

契約の締結、各委託業務のプロジェクト契約の締結、SPC 事業収支の執行管理の体制

など、全体収支計画の確認体制の構築、始動を行います。 

 具体的には、以下の主な取組を実施します。 

 主な取組内容 実施時期の目途 

１ SPC 取締役会の開催 四半期毎 

２ 履行保証保険の提出 令和６年３月 

３ 「路線別・月別出来高管理表」の整備 令和６年４月 

４ 「SPC 事業収支管理表」の整備 令和６年４月 

 

 

 令和６年度 

営業収益（サービス購入料） 729 

営業費用（各種業務費等） 711 

営業損益 18 

税引前当期純利益 18 

当期純利益 11 

 

 

 

 

表１ 令和６年度収支計画（損益計算書） （単位：百万円 税抜） 
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３ 令和６年度のセルフモニタリングへの主な取組 

 本年度は事業開始にあたる初年度であり、セルフモニタリングの実施体制の構築、始

動を行います。 

 統括責任者をセルフモニタリング責

任者とし、右図に示す 3段階の複層的

な確認体制を構築することで、より確

実なセルフモニタリングとします。 

 

 具体的には、以下の主な取組を実施します。 

 主な取組内容 実施時期の目途 

１ セルフモニタリングチームの設置 令和６年４月 

２ セルフモニタリング評価会議の設置 令和６年６月 

３ 重点確認項目で特に留意する項目の設定 令和６年６月 

 

４ 令和６年度の更新計画 

 

月 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 計 

累積 

達成状況 

（％） 

0 0 0 0 0 

事業量 

（㎞） 
0 0 0 0 0 

工事完成 

路線数 

（件） 

0 0 0 0 0 

事業量 

（km） 

※布設延長 

0 0 0.18 0.54 0.72 

 

以上  

図１ 要求水準達成確認フロー 

表２ 令和６年度の事業量の見込み 


